
事業の成果

調理やお楽しみ会を通じて、それぞれの参加者が知り合いになり、世代を超えた交流が出来ること

により、児童と大人の関わりが生まれた。また、地域コミュニティの活性化につながったと思われ

る。

さらに、交友関係が出来ることにより高齢者や児童もお互いに声かけや気づき、見守りなどが行い

易くなり、地域内での安全・安心性が更に高まることが期待できる。

児童とその保護者（祖父母含む）、壮年世代、高齢者が世代を超えて集まり、お互いに協力して手

料理を作った。

その後、作った料理を参加者全員で試食し、おいしくいただいた。試食後、スカットボールを開

催。調理とお楽しみ会を通し親睦を深める。参加人数：約１００名
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事業の時期

令和８年１月

事業の目的

子ども・壮年・高齢者のそれぞれの世代が集まり、世代を超えた交流を通じてお互いの親睦を深め

ることにより、顔見知りになったり、気安く会話ができるようになったりすることにより、朝日町

の安心・安全な住みよいまちづくりの一助とする。

事業内容及び参加人数等

事業名

世代間交流会（三世代交流）


